
牛乳および乳製品の乳児・小児の体組成変化における意義

話ミ松医科大学E霊祭部教授大関 武諺

我々は牛乳栄養学術研究助成を受け、牛乳および学し祭品が乳児・小児の体総長誌に与える影襲撃および、

効楽につき研究を継続してきた1-9)。この務爽は次の2つに大別される。すなわち(1)カルシウム‘リ

ンと督代裁の関連、 (2)服務・除勝紡組織の分析である o絡に後事去につきいくつかの知見を得たω。

その…部は本磁党助成金の補立さによったむねを明記の上、学者守主義誌に季語載された問。 以下、 3年間の

司王研究助成による研究成楽につき綴告する。

〔章者 言霊〕

小児科学の恥心的対象て?ある絞主主児~乳氾~小児~思春期にわたり、成長・多量i重lま費量もZ重要な争発点

の…つである。 近年ではこれをよち広げ、成人期~老年長男までをその視野に入れ、ライフサイクル全

体をF主義言えたほ療、保健、健康科学tJ)，必望号性がよりたかま号、成育阪療の概念も提唱されている。栄

養学的要図と体総戒の変動は、大きな関連を有している。しかしながら、その妻子備の基本となるべき

診療や係伎の場阪で応、用可総な体毅成解析法に関する研究は、以裁からなされてはいるものの、未だ

決定後jなものはないとをぎわざるを得ない。終に身授の変化を伴う礼児綴~小児期~惣、森期においては、

との点にはより鼠難が{辛う。

5きi簡やヤ-l;などの判定には本来、手本総長立の指導析定かド可欠であるが、通常i主体議、身長の鐙から巡体

重度を第践してスクリーニングがなされ、その方法;こも腿滋E室、 B路、ロ…レル指数など程々のもの

?がある 0

4李成分を筋肪組織と除路務組織の2つに分ける雲寺、そのどちらかを滋切に解析できれば、体組芸誌を

諸手{揺することが可能となる。我々は方法論告きには人類学的計測および電気的方法により、体総成を燦

析することを検討し、いくつかの新たなま日兇を得ることができた。
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その 1 人類学的方法による解析

A) 皮下脂肪慾の身長発育との時~j童

〔対象・方法〕
身長 ( cm) よ唱 女

年齢3-12オで』社主義l∞-150∞の小 100ω<105 7 1 2 

;患を対象とした。 5喜子730名、女子724
< 1 1 0 18 1 7 

< 1 1 5 45 72 

名の言t1.454~1こっき、よ目支(Jニ続伶
<120 88 87 

聞のおよび躯幹(屑FflT霊的の皮下綴
<125 91 106 

防隊を、左韻g(利き腕でない側}にで

計測したω。身長を 5ωf事に区切母、
<130 106 87 

対象者を10鮮にわけた。:lt鮮の対象者
<135 11 5 1 1 7 

<140 125 書4

は以下17)巡りである。
<145 事Q 告主

皮下~\î'Ji草原をHoltaincaliper (Cross-
<150 45 51 

well， U. K.)にてi協定し、その災泌総を
首十 730 724 

対委主変換し、その健について平均値、

機首喜仮差 (SD) を終日3した。その後、

手専ぴ対数fI腕、ら逆変換し、その綴につ

いて検討を行った九

〔給 来} 身長別の皮下5善訪厚.)

対数変換された皮下脂肪療の
勇j怠{上)、女児{下)

伎はほぼ正規分布と考えられる
Sta仰向 官討ceps8FT Subscapular SFT 

n -2 M +2 -2 M 4ト2

分証言をヌ訴し、 この還を害警が妥当性 100-105 ? 6.5 皐哲 12.6 3.7 事自 10.7 
105--110 1草 6.2 宮4 15.3 3.9 5.5 8.3 

を有すると考えられた。
110-115 45 4習 7，習 14.3 3.4 4，宰 8.2 
115--120 88 主君 8.2 14.8 3，5 5.3 9.4 

各身長の淡十Fs言妨厚の主Y:J今後
120-125 91 5.1 乱3 14.苦 3.5 5.7 11.4 
125--13語 106 5.2 8.3 14.昔 3.6 5.5 1弘容
130伊135 115 5，4 8.9 16.2 3.8 6.2 12.1 

と念 2SDの範囲はき受2、表3 135--140 125 5.0 号3 19，9 3.7 6，7 15.8 
140-145 章。 5.3 書草 19.6 3草 7.0 16.8 

のまIIくでおる。上段、喜屋華字とも 145--150 45 4.9 訊4 21.0 3官 7.1 15.8 

に1l0-1l5c患の努女において章受
S防相開

T判明p.SFT Subacapul訂 8FT

も低級であった。身医事宇の皮下線 {棚} a -2 M 4トZ 時 2 M 

100句 105 12 5.7 9.5 17，8 4.2 6.2 10.1 
紡療は140c皿を越えると5号交差 105--110 17 7.3 11.3 18，7 4.0 7.3 16.3 

110-115 72 5，7 9.5 17.4 3.7 説1 12.6 

が大きくなった。 115--120 87 5.9 現6 17.0 3.5 6.3 14.9 
120-125 10事 5.7 9.6 17.君 3，8 事，7 14.3 
125--130 86 6.6 10.1 16.3 4.1 7.0 14.3 
130時135 117 事2 lO.5 19.7 4.1 7.5 16.8 
135--1報 94 5.9 10.8 22.4 3.9 8.0 謹1.3
140-145 82 6.1 10.8 2l.6 4.3 8.5 21.3 
14ι150 51 6.8 11.0 18.8 主主 9.4 19，3 
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察〕

この研究の密会舎の一つl土、体経段、体脂肪(J)淡絡における宥尽径の報告されている皮下機紡淳(J)計

測を、よち透切にfiうことに望寄与することである。皮下路紡祭事の評俗iまー鮫には、年齢iJU(J)然記整イ自に

よちなされることが多い。これは終にいくつかの潟養護を伴う可能伎を合んヤいる。その一つは低身長、

商身長の小児に対する半リヌ主である。これらの対象者では、年鈴のま露首喜での評{衡は誤差をき長ずる恐れが

あ号、本研究のごとく各倒人の身長にき審づいた判定が必要さとなる。専寺iこえ 1SDの総務を逸脱している

例ではその綴{句会ま強くなるむ f総人の成主主パターンには病的ではなくとも、早熟ないし奥手などの室長異

が符夜し、それに沿った凝縮を行わないと滋切な判定がなされない場合が童話こり得るc本研究の身長

iJUのまま準はこれまでの年齢iJlJ(J)参議よりいくらか繁雑となる可務号室もあるが、よ寺霊宇織なま子飽をfiい

うるという長所があり、 g告さに応じて佼fflされるべきであろう。

今回の皮下脂肪員事(J)t療は男女とも、身長主110一一115織で最低値をとった。これは主主治宝額の男子では5

二t5月-6:;1'3丹、女子では5才6月-6:;1-4}lの平均身長である。

また怒春期になると性ホルモンの分泌などにより、体重iの男女差治安寿善明となるが、雨量寺に体組成iこ

も変動が主主ずる。中寺iこ文子ではE義務沈殺の増加、 5誇子二では筋肉(J)t警生などのため皮下脂肪尽にも主差異

が見られるようになる。しかしながら思議紛の発来隊員需には個人笈があ号、身長別のま憲主襲はこの点か

らも利点、が多い。

{まとめ〕

1， 1 ， 454~ろの小児の皮下ø~n五浮の計測を行い、身主主1∞ 150己mの身女における変動を検討し、 5cm

間総で平均値、事票準告書長患を算出した。

2.上腕伸郎、主誉総下部ともに、身長1∞-115ζ器(J)番手で男女とも最低伎をとった。
3.震とF下線では身長125cm以上勺女子の土議加率がよち大きく、男女差を夜、めた。これと比較しよ腕

f察側では、 5号交差はほとんど認められなかった。

4.体総長立の言手{聞には身長iJlJの基準が有効であると考えられた。

5. {字路勝、除脂肪総選量などの体組長立とよ押しを始めとする乳製品の摂取とは密接な関連があるが、手李

総成の詳紛でかつ各側人の長記長パタ」ンを家主差した*IJ定基準(J)~生定は、袋持正幸号に重擦な事項でおり、

身長をお基準などの検討はこの点から苓用性の潟いものであろう。

日)Fat ar鴇後によるま金対

〔対象・方法)

3…15才の努デ41名、設とf子29名につき、上下肢の断面の総数面積(fatarea)を次の式によち求めたlO)O

Fata時a=C'/4"ー (c-" XS狩 )2/4π
c 濁酒筏

SFf皮下路紡媛
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皮下脂肪厚はHoltaincaliper (Crosswell， U. K.) 

により、上肢の近位・遠位部(尺骨部、上腕三頭

筋部)および下肢の近位・遠位(大腿前面、下腿

後面)の計4カ所にて測定した。同一部位で上肢

ないし下肢の周囲径を計測した。皮下脂肪厚と周

囲径測定値の変動係数は、それぞれ9%未満、 2

%未満と良好であった。

対象者は過体重の有無および年齢により、次の

3群に分類して検討した。

I群:

思春期前(男子10才以下、女子9才以下)、正

常体重(標準体重土20%以内)

2群:

思春期(男子11-15才、女子10-15才)、正常

体重(標準体重:t20%以内)

3群:

思春期(男子11-15才、女子10-15才)、過体

重(標準体重+20%を超える)

l群と 2群聞には過体重の程度に有意差はなく、

2群と 3群の対象者は年齢、身長には有意な差異

はないが、 3群が有意に過体重であった。これら

の対象者の背景データは以下の表の知くである。

〔結果〕

2・3群を比較すると、男女ともに3群

のfatareaは2群より有意 (p<O.01)に大

きかった。男子では近位部と遠位部を比較

すると、上肢では近位/遠位:2.14/1.68、 制

下肢で2.15/1.72と近位での増加率がより

大であった。女子では上肢2.21/2.04、下

肢1.85/1. 71と男子の如き近位と遠位の差

異は著明ではなく、比較的均等に増加して

いfニ。

I群と 2群の比較では男女差が認められ
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対象男(上)女(下)の背景と測定値5)

(平均値+8D)

Group l群

Ageかτ} 7.9:!: 2.2 
(3-10) 
121.4::!: 18.9 
27.2::!: 11.2 
6.6 :!: 11.0 
("'20) 

Stature (cm) 
Weight (kg) 
%0(%) 

l

m

m

m

m

m

m

m

m

 

叩
加
加
町
加

h
h
h
h
f
h
加

由

s
c
h
s
C
M
S
C
叫

S
C

申

A

引

u

m

A

n

u

10.1 ::!: 3.3 
188.3 :!: 35.7 

6.7::!: 1.9 
174.1 ::!: 27.0 

10.2 ::!: 3.9 
368.8 :!:; 76.7 

7.8::!: 2.5 
266.3::!: 47.4 

2群 3群

13.3 ::!: 1.4 12.9 :!: 1.6 
(11-15) (11~15) 

161.6 ::!: 13.5 149.9:!: 15.0 
43.3 :!: 12.4 57.3:!: 20.8 
0.4:!: 8.9 34.8:!: 16.4 
(土20) (>20) 

8.3土 2.6 14.2::!: 6.3 
202.6 ::!: 29.1 259.2:!: 41.8 

4.7 ::!: 1.0 6.9:!: 2.6 
190.4 ::!: 19.1 211.1 ::!:: 26.8 

8.2 ::!:.旦3 15.3 ::!: 5.2 
426.3:!: 56.4 524.6 ::!: 93.4 

7.1::!: 1.9 
298.8 ::!: 38.4 

1O.8::!: 3.6 
361.2 :!: 64.0 

Group l群 2群 3群

Age (yr) 6.0::!: 2.2 13.0::!: 2.0 12.6::!: 1.7 
(3-9) 00-15) (10-16) 

Stature (cm) 110.6 ::!: 17.9 142.9::!: 10.4 146.7 ::!: 8.2 
Weight (kg) 19.7 ::!: 7.1 37.9 ::!: 9.0 66.3:!: 10.1 
%0(%) -0.3::!: 12.1 0.6::!: 12.9 39.2::!:: 17.1 

(:t20) (:t20) (>20) 
Triceps 
S(mm) 9.6 ::!: 3.4 9.4:!: 2.0 17.2::!: 2.1 
C(mm) 165.9 ::!: 23.2 205.6 ::!:: 21.1 264.6 ::!:: 23.7 
U1naf 
S(mm) 6.6 :!: 1.2 6.3 ::!: 1.4 8.8:!: 2.2 
C(mm) 166.9:!: 19.1 182.2:!: 16.8 219.5:!: 18.0 

Ths ig(h mm} 
9.9 :t 2.6 11.6 :!: 2.6 17.9:!:3.3 

C(mm) 322.8:!: 51.8 439.2:!: 57.2 631.5 :!: 63.2 
Calr 
日(mm) 7.9:!: 2.2 7.8:!: 2.3 11.6 :!: 1.8 
C(mm) 224.6 :!: 29.6 296.3 :!: 31.4 347.3:!: 28.7 

Fat Area :男児(上)、女児(下)"

1群→P、2群→N、3群→O

FAT ~REA (B町Sl
{川明司

3α調。
*持 ..誕ー

[ 

1α調。

】m.39004.2
持持
[ 

目出旦
1lllGH 



た。男子マはこの阿君手間ですべて手ま差が

なく、近佼/遼伎の上記号容は0.91-1.05<7>狭

い務闘に分布していた。女子ではすべて2

群のfata:惜aの方がl若手より大きい綴!匂を総

めた。このゅでは下肢の滋加がよ呼潟明で、

特に下互支・近位きsて?は有主主幾(pく0.01)を

認めた。

〔移察〕

手李総王立を筋肉 .1号をはじめとする除滋防

組織と、 sii絞殺織の2つに大別すると、手本

FAT A詰εA(GIRLS) 
{絡み

仲伴奏*
門〔

う時祷 1H時 よ凪{ 

笠組立
THIGH 

援の変動には除』設立さ綴織と脂肪総選畿のどち

らか、または湾者の増減のE孜副主がある。したがって体重のま替初、過体3設は必ずしも肥満を意味せず、

提言お務総織がとレてま替えている場合もありうる。 体重が減少する後にも、多く i説話務経織の量の低

下ーすることが多いが、産主服務総選議室置が減ずることは主主体にとって望ましくないと考えられ、争奪愛減少

において校主主すべき点である。

体裁の変季語および勝妨・徐織防長瓜畿の港きまは、特に小児綴~忽若手期の王手数的変動に起慰している百I

議後もある。これはヲ詩的状態、?なわちsBi荷やヤ々の遂行とはE凶器されるべきさ主送金色変化とまミえる。

これらの脂肪・除脂妨級事畿の変動に関主主する体来日目立の毒事事干のためには、ヨ長丈f方法論的iこは解決すべ

き問題点も多いむこの内f川町四の概念は、凹肢のE言務畿を脂肪の額一樹綴としてき史家しようとするもの

であり、キャリバーによる皮下脂肪目撃の計総や総斎波淡路療計より、より凝縮な普Fft尚古切合主であると

考えられる。また乳幼;思潮に応潟した幸臣官努もあ号、本研究においても 3オ以降で十分に応用可能で

あった。

今回のfatar開 10}J拾の測定より、窓毒手織の対象務においては肥満の遂行により、1m絞すべての脂肪総選議

量の機会塁走ぎ議露まされた。このうち男子マは、特に大腿やjニ綴などの近f立総の脂肪沈潜がより箸明で

あった。成人では5室経内紛紡量のま智大が、代議主異常の頻度の上昇と議遅延草すると毅告されている。また

5悲 1どの顔立主分布の比較では、渡部をゆ心として沈着する上半身肥満(~毒性塗}のÎJが、主として終郊

の殺防の増加するγ半身肥満{女性盤)に比べ、合併絞のhighris主とされている。今回の，EZ選手燭男子

の絡採は、身悪事予への勝立さの増加と関連する可能燃も考えられ、男L抵の挺1禽』こ主主化学兵?言の高いという

豪華草案的事実と愛令するかも知れない。

王手襲言的変動について検討すると、男子では思春期前後で著切なfatar，田の変化はなく、;この時期の努

予の体裁増加i土、除脂肪組織のま韓加がその主体て了あると思われた。栄養学的所望書f設を考えた主義令この

時期の5章子にとやては、単なるカ 0
'
)ーのま韓加のみマは不十分であること会匂監察される。

女子においては怨春期になると上下肢ともに給防長設が増加するが、特に下淡、やでも大腿毒事のi語調
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が大でるった。このことは思議手納女子においては、渡的;こ体脂肪3設が土議泌することをf詳している。

ここれは栄養学的にま支えば、特に糠や綴重苦によるカロリ…主義取を必要とする。各栄養所要愛の絶対f査に

ついてはより詳穏な検討が必要であるが、少なくとも男児においては蛋白質が、女児においては緩や

脂質の摂取畿がより多くなることは、生渡的変化や性差からはむしろ当然の緩向であると考えられるo

もう一つめ検閲すべき点は、怒素手芸耳におけるさt~型的な然組成・体型の変化である。女子においては

背骨量さのま5 く下平身 lこ紛紛が沈着し、いわゆる女性的体裂をとる o これはnl:: t~需の遂行ではない。舷券綴

女子iこ好3きする主義食5毒殺者百においては、 4本3霊場泌を嫌悪することが以前より紛られている。 Jこの

weightphobiaは8沼恵満の進行というよりも、氏支ぶこ{卒ろ脂肪沈着とより密接に関巡すると考えられ、

r肥満嫌悪jという邦訳は透切ではないとおもわれるo

本俸の研究ではfala糊を指標とした縁組長誌の解析を行ったが、肥満の遂行や思選手郊の主主環的な路妨

の土警加には、それぞれ特爽的な傾向があることが怒認された。~女、年齢により体議員長誌は異なり、そ

れに適合したき撃さ安否棄とその量の絞ヌ誌が必須であろう e体組成を妻子{蝕することは栄養欲的な検討におけ

る漣論的根拠の…つとなるであろうヘ

〔まとめ〕

1.上下肢のfala賠aを算出し、小児溺・思春綴の李主義IlJj誌の言事録を行った。

2.恕拳英語男子のsl::i郊では、特;こ様車宇のE霊訪詩句普加し、令幸子症の危険率の友好との関連が考えられる。

3.女子では思春期になると生理的に体紛紛が増加し、殺に大腿を中心とする下半身に蕃拐であった0

4.手事総見立の事N七lま身体発資の議事僚や、疾病の霊安接寄たの意義のみならず、必要とするさ殺議室索やそのき霊

を設定する色で、 3重要な要医となると考えられる。
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その2:電気学的検討

小児se!i祷il)予紡のためには、肥満が高度に遂行する以紛の幼児期からの対話与が主主閉される。この点

から栄養学的姿還をは重姿な意義を有していると考えられる。また栄養学の函からも、肥満ややせ、ま

た主主総にイ半う体組長立の変化は極めて霊祭ごと項協と考えられる。しかしながら、個々の緩僚についで総

瀦をlEしく評綴するためには、傍らかの方法により脂肪組織の還ないしその分布を明らか;こすること

が、極めて重宝きとなっている。このためには、体意義成。〉簡便で会号事室~評価地問区、須となる。日Iì去はiま年

ではイ秘書勝率の測定4二五五く花、府怒れる，殺になったが、小児への巡殿、守秘こ年少殺を立す室長とした場合に

は来だ図書撃な点が残されている。

ま是々の研究の包さきはBI1.去による小児期の体組長主祭舗を試みることであり、このだ淡の安当牲につき

幼児嫁から学童共謀のisU5'をイ査に関し、よ与言李総な検討を主主えた。

〔対委員・方法〕

3才から12:才までのお，n (男 311名、女 281名)の小児を対象とした。身長、体設を計測し、
体E皆目方言十 (τ13ふ101)により、海足聞のバイオエレクトリカル・インピーダンス(Br)を畿日主主した。

徐路紡組織設の捻綴Aを、以下il)王立で書家めした。この計算まえの室主総会号線機については問、考察の項マ

も述べる。

A=Heighf/R 

(R=resis滋nce)

この{総こ務づき体重全体;こ占める除機務室証謀議の割合♂)f君事事としてA/官eightを求め、身長のま替加に

伴う変動を4麦粉した。

〔紡果〕

A俄 (Heighf/ま)の変動を年齢

との関係で検討すると、年齢ととも

にA綴もま議泊した。 ll::tから12オへ

の増加が、やや急激であった。よち

選手絡に評価するために体重との総長さ

を検討すると、体重の全壊初;とともな

いA1夜も増える{綴向があった。 Y'ニ

1.2X-1‘4 (r=0.88) il)関1母式が終

られた。

AI直の王手議舎に伴う変動を女子にお

いて検討すると、 A僚は男子に土色べ

A田村eight'/Rと体重の関連3.'1) 

男児〈ふ〉、女児(下)
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身長との際主義を検討する襲警に巡体

重の対象者を除外するために、身f差

別に怒?務障をごと10%以内の況のみにつ

い吃A/weigr誌を害事出した。このイ置

は女児に比べ男児がよち高健で、身

長1300n以上の対象者で5尊女差が磯怒され、 145cm以上でより著明であった。

わずかに儀後をとっていたが、全体

として5草子と類似の若手費者約変動を示

した。女子においても体重の会議綴に

{半い、 A織も直線的に滋えた。その

回f華式は y=エl.lX-0.8 (r=0.85) 

ぞあった。

height'/R 2 SO /〆
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A/幸容量監の身長別推移カ

9S 100 110 120 130 140 150 

3-12農のne語i51.l土 10%以内の1M患の身長男尊の
体3監Sるたりの除隊紛争奪重(のt童書聖}の変化の
男女獲について 臼田男児 翻田女児

〔考委詩〕

BI法による体比重および体脂肪率を多事長iする推定式i立、成人や年後}巴;こ適用されるものが、必ずし

も身長の低い年少小児に使用できない。この理主EEとしては水中比重主主などの基準となる計測が実態し

がたい、体比3重から体組成を護主主?する式が足立人と災なり、このぷに演する検討が必要であること、事与

に思春期では体組成の綴人還が大きいなどのいくつかの点があげられる。したがって小児終鋭機、特

に幼児への郎淡の応用には後界があった。淡々は徐路務綴織の指標としてHeight'/R綴を用いて検討

したが、この指準装11)王室論的望号さき後についてはよ与詳綴な検討が必要であるが、現持点での有用なお擦

のcandidateであると考えられる。みi去は3才以上の!尽では、三義;たな測定上の湾運基点は生じなかった。

このことにより、 BIi去は幼児期、小児織にも十分i議r.r;，tiJ書きな方法であると考えられた。
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今回は3コナから12::tのほぼ小児務会殺の変動を分析することによ号、より鮮籾な検討を行っ ヤ

」

の給果、王手議告と共に除綴妨主主織の指標 (A)，ま増加を示した。しかしながら全年鈴を通じて、男児に

おける翁標 (A)の方が女児よち災鐙をとっていた。これは男児においては女児によむベ、書長B旨紡組織

雪量が多いことと渡合する。ただし伊j…若手齢であっても身長、体重tこは男女主義があることから、体重の

変動との繍闘を検討したところ、惑い字詰総係数が平等られた。

体総J長の毒事者?のための法礎告さデータを終るためには過体愛護者を含めて解析することはま子ましくない

ので、対象者のうち標準体重を主主空襲として士10%以内(1)、 i邑体3章者、後手主宝章者を会まない若手マ検討す

ることにより、よちイ信頼性のおい結線を得ることが出楽た。

手軽ま票 (A)は除siiH主総織と関i患を有するが、その絶対鐙を求めるのは未だ不可能であ号、現時点?

の本翁標の限界である。しかしながら、適切な係数を決定出祭れば、との指標から徐脂肪級車裁のま急対

量の言事総が可能となることも期待マきる。

A/体援を雰E話すると、こ(1){遂によ母体重全俸のどのf立の言議会を震設賄肪組総会ぎ占めるかを、知るこ

とが以来ると考えられる。 A/休筆は全体告さに男児の方が蕊伎をとる後向があり、男女皇室;立身長が130

cm以上の群で号話機とな号、女児においては身授の増加に伴って、。しろf段下傾向を示したことによる

と考えられた。すなわち女児においては思議綴に体脂妨が増加し、体重全体に占める際競5主主量級の比

率が低下するとの訟に合致する総菜モあった。

本主去による除脂肪組織の指様 (A)の室長選遣を明らかにしたが、これにおえてそのrangeを客室主主するこ

とが必重要である。災一体議マあってもAj竃の低下i立、重信漁肪線総長室の減少と、 E君主主義主織の増加を意味

し、肥織のよ号言宇剣な評僚が着工能となろう。今後はより多くの治体議事yについての解析を行えば、本

訟のより適切な応、F惑が以来るであろう。

{まとめ〕

(1)3-12才の男女に対し獄後により体総主主の務析を行ったが、測定手投ーとの問題点は認められな

かった。

(2 )除脂肪組織の指標 (A:height'/R) I立主李総と共にぬ加し、 5誇3患の方が女児2こi七べやや潟伎をとる

傾向があった。

(3)体重におめる縁日誌肪組織のよと塁手は、特に翠i毛筆薬草の女児マ低下し、脂肪の沈澄の増加によると若者え

られた。

(4 )BI法は以前、から行われ"(きた然続肪惑の害事技i以外lこ、除服務総織量をき長す指擦を使用することに

よ号、小児の体級王立の鱗析がより総綴;こ行い得ることが示唆され、小児に肥満のそ予織を進める上

司?、今後よ与有用'1誌が高まると考えられる Q

(3年間の研究の総括〕

決々はE悼し栄養学術研究芸主主主により 3年湾で、小児燃の牛乳栄養が成長発途iこ深く関返しているの
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みならず、身体組目立やその機能に大きな影響を与えていると考えその解析をおこなった。このために

は、以前から計測されてきた身長や体重を始めとする指標では不十分で、より鱗細な計測t去の機"lLが

まず必還をである。しかるに成人における研究に比べ、小児期のそれは十分とは設い襲撃い。今倒の我々

の研究はあ記下勝防j家、特』こf畿の計測f直と併せfatar閣を算出し、その有効↑設を昭島らかにしたものであり、

American Jo忽malofH忍問組 Biology誌に本研究によったむねを記毅のよ報告された。もう ~...Aつの方法と

して滋年Bl't去が?主13されている。これの小児への応用は現在多くの研究者により紋みられているが、

淡々建立ukas主iのidea12)を発差是させ潔発した徐媛紡麹畿の?皆様もお効と総得苔れ、昨年の欧州小児内分

線全詳会において与をき愛され、多くの詮呂を集めた。今後iま特;こ乳児錦、怨、選挙芸書におけるf李総五立の変動を、

レヅチンなどのき支後E喜子(7)!l語皇室(7)検討と合わせよち雲李総?と務究することによ号、栄養有罪番号>:t後拠を与

える欲望主が発喜重すること語勢f寺されるo
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